平成30年度第1回若年性認知症支援担当者研修
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【講師紹介】　裵　鎬洙（ぺ　ホス）氏　（研修オフィス・アプロクリエイト代表）

	時　間
	内　　　　容

	13：00
	開　会

	13：05～14：35
	講演　　「意思決定支援において重要な視点とは（仮称）」
講師：裵　鎬洙（ぺ　ホス）氏　　　　　アプロクリエイト代表

	14：35～14：45
	休　憩

	14：45～16：20
	グループワーク　　　「あなたの意思決定支援を振り返る」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	16：30
	閉会


【プログラム】
　　　　　　　　　　※プログラムは、変更する場合があります。
参加申込書
＜申込先：ひょうご若年性認知症生活支援相談センター＞
FAX：０７８－２４２－７９４７
	ふりがな
	
	ふりがな
	

	参加者名
	
	参加者名
	

	電話番号
	
	電話番号
	

	FAX番号
	
	FAX番号
	

	所　属
(該当するものに○をつけてください。)
	本人・家族、友人・サポーター、地域包括支援センター・認知症相談センター、認知症疾患医療センター、障害者相談支援事業所、就労継続支援事業所・地域活動支援センター、行政（高年・障害）
社協、その他（　　　　　　　　）
	所　属
(該当するものに○をつけてください。)
	本人・家族、友人・サポーター、
地域包括支援センター・認知症相談センター、認知症疾患医療センター、障害者相談支援事業所、就労継続支援事業所・地域活動支援センター、
行政（高年・障害）、社協、
その他（　　　　　　　　　）

	職種
※専門職のみ
	医師、看護師、保健師、PT、OT、ST、ケアマネジャー、相談員・相談支援専門員、PSW、介護職員・ヘルパー、・事務職
その他（　　　　　　　　）
	職種
※専門職のみ
	医師、看護師、保健師、PT、OT、ST、ケアマネジャー、相談員・相談支援専門員、PSW、介護職員・ヘルパー、
事務職
その他（　　　　　　　　　）


TEL：０７８－２４２－０６０１
＜兵庫県福祉センターへのアクセス＞

◎阪急「王子公園駅」下車　徒歩10分　◎JR「灘駅」下車　徒歩10分
　　◎阪神「岩屋駅」下車　　　徒歩15分　◎市バス（90・92系統）「上筒井1丁目」下車すぐ
　　若年性認知症の方の





意思決定支援について考える





ねらい：社会や家庭において中心的な役割を果たしてきた若年性認知症の方（以下、当事者）は、病気により、生活全般を見直さないといけない状況となります。しかし、病気になったからといって、急に何もかもできなくなるわけではなく、希望や目標を持ちながら今までどおり普通の生活をつづけていきたいという願いは変わりありません。その願いを実現できるよう支援していくことは支援者の大きな役割と考えます。


今回の研修では、支援者は日常業務の中で、当事者の意思を十分汲み取っているか、認知症をイメージで捉え、「画一化された支援を行なっていないか」自身の実践を振り返り、当事者が「自分のことは自分で決める」意思を達成するために、支援者はどのように実践していくべきか考える機会とします。





日時：平成30年10月1１日（木）１３：００～１６：３０


会場：兵庫県福祉センター　　1階　多目的ホール


対　象：若年性認知症の本人・家族、認知症相談センター担当者、


医療・高齢・障害分野の相談支援担当者、行政職員、社協職員等


参加費：無料


申込み：裏面の『参加申込書』により、10月１日（月）までに


FAXもしくは電話にてお申込ください。








関西学院大学卒業後、訪問入浴介護サービスを手がける民間会社に入社。その後、居宅介護支援事業所、地域包括支援センターで相談業務に従事。現在は、専門職のパフォーマンスを高めるトレーニング＆セッション、介護人材課題（採用、育成、定着）のコンサルティング、「認知症」に備えるための啓発等を展開している。











